
キャリアコンサルタント国家資格の更新について

○ キャリアコンサルタントは、その登録から５年ごとに厚生労働大臣が指定した更新講習について、知
識８時間以上、技能30時間以上の講習を受講することで、資格を更新することが可能（必要な講習を
受講しなかった場合には、資格失効）。

○ 技能検定合格者や一定の実務経験を有する者については、更新講習のうち全部又は一部について免除
が可能。

○知識講習（計８時間以上）
キャリアコンサルタントに求められる知識のうち、特に関係法令の改
正や労働市場の変化等によって定期的に更新することが必要な以下
の全ての知識を受講。

（知識科目）
・職業能力の開発の知識 ・人事管理及び労務管理の知識
・労働市場の知識 ・労働関係法令及び社会保障制度の知識
・学校教育制度及びキャリア教育の知識 ・メンタルヘルスの知識
・その他維持を図ることが必要な知識

○技能講習（計30時間以上）
キャリアコンサルタントに求められる技能の維持・向上のため、以下
の技能からキャリアコンサルタントとしての経験に応じ選択して受講。

（技能科目）
１．キャリアコンサルティングに関する基本的な技能
・カウンセリングの技能 ・グループアプローチの技能
・キャリアシートの作成指導及び活用の技能
・相談過程全体の進行の管理に関する技能
２．相談過程において必要な技能
・相談場面の設定 ・自己理解の支援 ・仕事の理解の支援
・自己啓発の支援 ・意思決定の支援 ・方策の実行の支援
・新たな仕事への適応の支援 ・相談過程の総括

資格更新 ５年

・１級又は２級の技能検定に合格した者については、合格の日から５年以内
に限り知識講習を免除。

・１級の技能検定に合格しているキャリアコンサルタントにより行われる指導、
キャリアコンサルティングの実務は、10時間以内に限り技能講習とみなす。
・１級の技能検定に合格した者は、技能講習を免除。
・２級の技能検定に合格した者については、合格の日から５年以内に限り技
能講習を免除。

※資格取得から5年経過までに必要な講
習を受講しなかった場合には、資格失効

資格更新 ･･･

更新講習の受講 ～キャリアコンサルタントとしての質の保証・向上～

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

技能講習（複数回）の計画的受講

知識講習（１回）の受講
キャリアコンサルタント

資格の取得 （モデル受講例）
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資料出所：「キャリアコンサルタントの能力要件の見直し等に関する報告書」（平成30年3月26日、キャリアコンサルタント登録制度等に
関する検討会）

○ 「キャリアコンサルタントの能力要件の見直し等に関する報告書」（平成30年3月26日、キャリアコンサルタント登
録制度等に関する検討会）において、キャリアコンサルタントの継続的な学びについての重要性が指摘されている。

(「３ キャリアコンサルタント登録制度の枠組みや位置づけとの関連も含めて今後検討するべき事項について」
より関係箇所抜粋)

○ キャリアコンサルタントの継続的な学びについて
今後の社会のあり方として、いわば「ライフ・ワーク＆スタディ」のバランスが一層求められる中で、キャリアコンサルタントは、クライア

ントのかかるニーズに向き合い、これに応える役割が期待されるものである。同時に、自身が専門家の自負と職業倫理の下でこれを体
現し、｢継続的学び｣に従事することが求められる立場にある。
従って、個々のキャリアコンサルタント全てに必ずしも共通的に求められるものではないが、キャリアコンサルタントといういわば専門家集
団全体として担うべき役割､これに応じ具備すべき能力を整理する必要がある。また、どのような継続的な学びが、こうした観点からの
キャリアコンサルタントの活躍促進に資するものかを明確にしていくことが重要である。こうした継続的な学びについては、一般的な職務
経験の充実に止まらず、事例指導を通して行うことが現実的かつ効果的であり、事例指導の体制整備や、プログラムの標準化、さらに
は、キャリアコンサルタント登録制度上の何らかの位置づけ（更新要件上の位置づけの明確化、充実等）が期待されるものである。また、
事例の発表・検討会や、キャリア支援に関する新たな取組・知見について情報交換する勉強会など、専門家集団として自発的な学び
の機会を創出していくことが期待される。

○ 更新講習のレベルアップについて
キャリアコンサルタントの継続的な学び・能力レベルアップには、職務経験や事例指導（スーパービジョンを含む）の充実が当然必要

であるが、キャリアコンサルタント登録制度上の仕組みとして、中心的役割を果たすのは、言うまでもなく更新講習である。更新講習実
施機関が、その使命の下、不断のプログラムのレベルアップ、これに関わる情報発信等に主体的に努めるべき立場にあることは言うま
でもないが、国としても更新講習の指定要件等の見直し、更新講習ごとの受講対象層、習得が期待される具体の知識・スキルと活用
場面といった情報を、よりわかりやすく発信する等､キャリアコンサルタントが求められる役割に的確に対応するための知識及び技能を
習得できるよう、キャリアコンサルタントごとの活動目的等に応じた最適な講習の受講を可能とするための環境整備に、より積極的に取
り組むことが期待される。

キャリアコンサルタントの継続的な学びについて
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